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監査結果 

 

 

平成２９年１２月１１日付け多監第７１号－１により多治見市長に通知した監査について、

次のとおり決定する。 

 

平成３０年 ２月２６日 

 

多治見市監査委員 尾関 惠一 

 

 

 

同        石田 浩司 

 

 

 

第１ 監査の対象部署 

  １ 建 設 部 ： 道路河川課、用地課、建築住宅課、緑化公園課 

  ２ 都市計画部 ： 都市政策課、開発指導課、市街地整備課 

  ３ 環境文化部 ： 環境課、三の倉センター、大畑センター、笠原クリーンセンター 

            文化スポーツ課、くらし人権課 

  ４ 経 済 部 ： 産業観光課、企業誘致課、陶磁器意匠研究所 

 

 

第２ 監査の種類 

  地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく定期監査 

 

 

第３ 監査の対象事務 

平成２８年１１月１日から平成３０年１月３１日までにおける財務に関する事務及びそ

の他の事務の執行 

 

 

第４ 監査の期日 

  平成３０年２月１３日及び２月１４日 

 

 

第５ 監査の方法 

   監査の対象部署からあらかじめ提出された資料及び関係書類に基づき、所管の長及び

関係職員から説明を聴取し、財務に関する事務事業が効果的、合理的かつ経済的に実施

されているかを主眼とし、証拠書類の照合調査等通常実施すべき監査手続きを実施した

ほか、必要と認められるその他の監査手続きを実施した。 



 

 

   この監査のため、対象部署及び財政課に対し提出を求めた主な資料は次のとおりであ

る。 

  １ 事業及び事務の執行状況説明書 

  ２ 予算重点施策説明書 

  ３ 負担金補助及び交付金明細書 

  ４ 委託料明細書 

  ５ 工事請負費明細書 

  ６ 支出命令書及び契約書等の関係書類（抽出分） 

 

第６ 監査の結果 

   監査の結果、財務に関する事務事業は、適正に執行され、効率的かつ公正な運営が確

保されていると認めた。 

   なお、軽易な事項についてはその都度口頭で指摘したが、意見書に記すべき要望事項

は特になかった。 


